

















には大別 して 2種類があるo都市の地図と､都市の生活や景観､風習を描いた絵画 ･版画 ･写真である3｡
本論文では､1570年代頃から 1644年までの明末中国の大都市で流行が始まり､19世紀初頭までその流行
が続いた後者の分類に属する都市図 (絵画や木版画における都市生活の描写)に焦点を当てる.｡本論文の目
的は､過去 3年間に著者が発表した 3編の論文をその範囲の拡大を図りつつ統合する著書とすること､そ し
て著者による今後の書籍企画の概念的枠組みとすることである40
























都市文化と近代化 (modernity)の関係は 19世紀パ リに関する考察において確立されているが6､都市文化
と近世におけるその描写の出現が "modernity" あるいは "modernities" と称される世界規模の歴史的
発展に関する我々の理解にどう寄与するかについては､今後答えを出すべき､あるいは少なくとも取り組む
べき主要な問題である｡"modernity" およびそれを改良した形である "modenlities" (様々な社会を近代
的な状態に変容させる多様な可能性に重点を置いた表現)の問題性が議論の的となっていることは筆者 も承











































から摘 (1644-1911年)中期に制作された大半の ｢清明上河図｣は､直接的にも間接的にも末代の ｢清明上
河図｣を踏襲した作品ではない｡末代の ｢清明上河図｣は同名の後代の作品に､地方から城郭都市に蛇行 し
て流れる川を描いた巻物という枠組みを提供 したが､両者の類似性は都市の建造物や街中の人々の様子の詳
細な描写にまでは及んでいない｡このことは､後代に ｢清明上河図｣ を描いた画家の大半は采代の r清明上
河図｣について明確には把握 していなかったという著者の主張を裏付ける｡
















































な建造物を代表 したのが､乾隆 5年 (1740)に完成 した蘇州の象徴的な建造物である高年橋であった15｡
こうした旧正月に用いられた蘇州版画のt桝こ､蘇州の商業地域に焦点を当てているものの､蘇州や他のい




































































































































































を有する象徴的な場所としての都市の活力を示 したOここで言 う ｢高い文化的価値を有する場所｣とは､社
会的､文化的威信を集めると伝統的に考えられてきた具体的な場所や物理的空間である｡
明末以前には､美 しい景勝地､あるいは著名な歴史的遺跡や宗教的聖地などが､中国の社会的エリー トの







































図1: 仇英 ｢清明上河図｣ 17世紀初頭 中国遼寧省藩陽市 遼寧省博物館蔵





























図2: 張樺端 ｢清明上河図｣ ll.～12世紀 北京 故宮博物院蔵
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図3: 筆者不明 ｢南都繁含｣ 17世紀初頭 北京 中国国家博物館蔵
中国歴史博物館編 《華夏之路》 第Eg冊 (北京 朝花出版社 1997) 第90図
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セッションⅡ 図像のなかの暮らしと文化-日本と兼アジアの近世
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